
このリリースに関するお問合せ先およびご取材ご意向窓口

特定非営利活動法人日本障害者スキー連盟　ワールドカップ事務局　（担当：長谷部）

TEL03-5641-1216 　FAX03-5641-1223 〒103-0013東京都中央区日本橋人形町2-33-8浜町アクセス2Ｆ　E-mail　wc2006japan@sajd.com

特定非営利活動法人日本障害者スキー連盟(SAJD)は、2006トリノパラリンピック競技大会（Torino 2006 Paralympic Games）の前哨

戦ともいうべき、障害者アルペンスキー競技における最高峰大会・ IPC障害者アルペンスキーワールドカップ2006を招致いたしました。これ

は国際パラリンピック委員会(IPC)の障害者アルペンスキー委員会(ASD)から出されたワールドカップ・アジアシリーズの開催要請に応えたも

ので、アジアで初めて開催される歴史的な意義をもつワールドカップです。 IPC障害者アルペンスキーワールドカップ2006は、韓国⇒日本

⇒イタリアの各国にて転戦形式で開催されます。

障害者アルペンスキー競技における世界レベルの大会の日本開催は、1998年の長野パラリンピック競技大会以来であり、世界トップクラ

スのアスリートたちの滑走を間近で観戦できるまたとないチャンスです。

『ヤマハ発動機-IPC障害者アルペンスキーワールドカップ2006 志賀高原大会』の開催をご案内すると
ともに、大会当日のご取材ご協力を賜りたく、何卒よろしくお願い申し上げます。

日本に歓喜を!
障害者スポーツに勇気を!

（ｃ）特定非営利活動法人日本障害者スキー連盟

障害者アルペンスキーワールドカップ、いよいよ開催。

■取材お申込み手続きについて

1. 添付の「取材申込書」に必要事項を記入し、1/25（水）までにFAXにてお送りください。

2. 大会当日は「取材申込書」の原紙をお持ちになり、「温泉ホテル イタクラ」（大会本部）にお越しください。　　　　　　　

＊温泉ホテルイタクラ（長野県下高井郡山ノ内町志賀高原ジャイアント　ＴＥＬ．０２６９（３４）２３０９　　http://www.shigakogen.jp/itakura/ ）

3. 1/29（日）16：00-17：00に「プレス説明会」を「温泉ホテル イタクラ」（大会本部）にて開催します。大会の円滑な運

営、選手たちの競技に専念できる環境づくりのための協力事項などの説明会です。必ずご出席ください。

4. 3.の「プレス説明会」に出席されませんと、ご希望の時間・場所での取材ができない場合がございます。あらかじめご了

承ください。諸般事情により出席できない場合は、1/25（水）までに下記事務局までご連絡ください。



開催概要

○名　　称 ヤマハ発動機-IPC障害者アルペンスキーワールドカップ2006志賀高原大会

（英語表記：　YAMAHA MOTOR-IPC-WORLD CUP ALPINE SKIING for the Disabled 2006 SHIGAKOGEN）

○主　　催 特定非営利活動法人日本障害者スキー連盟

○共　　催 (財)日本障害者スポーツ協会・日本パラリンピック委員会

○主　　管 IPC障害者アルペンスキーワールドカップ2006志賀高原大会組織委員会

○公　　認 IPC-ASD　(国際パラリンピック委員会障害者アルペンスキー部会)

○後　　援 厚生労働省、文部科学省、(独)福祉医療機構、 (財)日本体育協会、
(財)日本オリンピック委員会、長野県、長野県教育委員会、長野県障害者スポーツ協会、
長野県障害者福祉センターサンアップル、山ノ内町、山ノ内町教育委員会、
(財)全日本スキー連盟、(社)日本職業スキー教師協会、 (財)長野県スキー連盟、 (財)和合会、
志賀高原観光協会、志賀高原索道協会、志賀高原旅館組合、志賀山リフト(株)、
志賀高原ロープウェイ(株) 、志賀高原観光開発(株)

○冠 協 賛 ヤマハ発動機株式会社

○協　　 賛 フランスベッドメディカルサービス株式会社、アニマ株式会社、トヨタ自動車株式会社、
日進医療器株式会社、株式会社ケアサービス、西川リビング株式会社、
エイチ・ティ・エム スポーツ ジャパン株式会社、株式会社プロップ、株式会社ニッシン自動車工業、
文化シヤッター株式会社、株式会社システムアドバンス、花岡車輌株式会社、
株式会社ジェイエフエー、株式会社ニチイ学館、社団法人日本理学療法士協会

○協　　 力 株式会社日本航空、株式会社グロリアツーリスト、ウェブフォース株式会社

○会　　 場 長野県・志賀高原西館山スキー場　（国際スキー連盟「FIS」公認コース）

○競技種目 男女大回転2レース、男女回転1レース

○競技日程 2006年１月29日(日)～2月1日(水)
　1月29日(日)　練習日　チームキャプテンミーティング & ドロー
　1月30日(月)　ＧＳ　(男子・女子)
　1月31日(火)　ＧＳ (男子・女子)
　2月 1日(水)　ＳＬ (男子・女子)

○競技規則 IPCルールブック2005/2006による(FISルールに障害者用の改定を加えたもの)

○参加人数 選手　95名、　役員・スタッフ　52名　 合計　147名　（参加国：12カ国）
　 (日本選手団：選手21名、役員10名)

○その他 IPCワールドカップ・アジアシリーズとして初めて開催され、韓国にて2006年1月23日から
1月27日まで5レース(SL・1本、GS・2本、SG・2本)を行った後、1月28日に日本に移動。



1/29（日）

12:00 - 14:00 Free Training

16:00 - 17:00 First Team Captain Meeting and the draw 大会本部（ホテルイタクラ）にて

*16:00 ‐ 17:00 Press Conference【プレス説明会】 大会本部（ホテルイタクラ）にて

17:00 ‐ 18:00 Welcome Reception

1/30（月）

08:00 1st GS Race Lift open

08:30 - 09:15 1st run - GS Inspection

09:30 - 11:00 1st run - GS Race

11:45 - 12:15 2nd run - GS Inspection

12:30 - 14:00 2nd run - GS Race

Afterwards 表彰式（フィニッシュサークル横）・・・ゲストプレゼンテーター：神田うのさん（予定）

17:00 Team captain meeting

1/31（火）

08:00 2nd GS Race Lift open

08:30 - 09:15 1st run - GS Inspection

09:30 - 11:00 1st run - GS Race

11:45 - 12:15 2nd run - GS Inspection

12:30 - 14:00 2nd run - GS Race

Afterwards 表彰式（フィニッシュサークル横）

17:00 Team captain meeting

2/1（水）

08:00 SL Race Lift Open

08:30 - 09:15 1st run - SL Inspection

09:30 - 11:00 1st run - SL Race

11:45 - 12:15 2nd run - SL Inspection

12:30 - 14:00 2nd run - SL Race

Afterwards  表彰式（フィニッシュサークル横）

主なスケジュール ＊天候など諸条件により予定を変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

平成10年度
長野パラリンピック　オープニングセレモニー『ＨＯＰＥ』主演



本大会に出場する日本代表選手

B2-1MJun-ichi FUJISAKU藤咲　淳一

LW12-2MMitsufumi YAMAMOTO山本　光文

LW12-2MNoriyuki MORI森　紀行

LW6/8-2MGakuta KOIKE小池　岳太

LW11MAkira KANO狩野　亮

LW6/8-2MYasunori TODOROKI轟　康憲

ﾄﾘﾉ日本代表LW11MHiroshi NOJIMA野島　弘

ﾄﾘﾉ日本代表LW4MNaoya MARUYAMA丸山　直也

ﾄﾘﾉ日本代表LW12-2MTakeshi SUZUKI鈴木　猛史

ﾄﾘﾉ日本代表LW11MTaiki MORII森井　大輝

ﾄﾘﾉ日本代表LW11MAkira TANIGUCHI谷口　彰

ﾄﾘﾉ日本代表LW10-2MJun-ichi HASEGAWA長谷川順一

ﾄﾘﾉ日本代表LW6/8-2MShinji INOUE井上　真司

ﾄﾘﾉ日本代表LW6/8-1MToshihiro ABE阿部　敏弘

ﾄﾘﾉ日本代表LW3-2MMasahiko TOKAI東海　将彦

ﾄﾘﾉ日本代表LW2MHiraku MISAWA三澤　拓

LW12-2FYoshiko TANAKA田中　佳子

ﾄﾘﾉ日本代表LW6/8-2FNaomi SASAKI佐々木如美

ﾄﾘﾉ日本代表LW10-2FTatsuko AOKI青木　辰子

ﾄﾘﾉ日本代表LW12-2FKuniko OBINATA大日方邦子

備考クラス氏名

来日する主なライバル選手たち
COUNTRY NAME CLASS CATEGORY 04-05シーズンWCDランキング
オーストリアGASTEIGER Sabine F B 3 Visually impaired GS2位、SL3位、総合2位
スペイン GARCIA Carme F B3 Visually impaired GS3位、SL2位、総合4位
アメリカ STEPHENS Laurie F LW 12-1 Sitting GS1位、SL1位、総合1位
アメリカ VICTOR Stephani F LW 12-2 Sitting GS2位、SL3位、総合2位
スロバキア CHLEBAKOVA Iveta F LW6/8-2 Standing GS1位、SL1位、総合1位
アメリカ HASLACHER Danja F LW 2 Standing GS4位、SL2位、総合2位
スロバキア DUDAS Radomir M B2 Visually impaired GS3位、SL4位、総合2位
スペイン SANTACANA Jon M B3 Visually impaired GS1位、SL1位、総合3位
ドイツ Braxenthaler Martin M LW 10-2 Sitting GS1位、SL2位、総合1位
アメリカ Devlin-Young Christopher M LW 12-1 Sitting GS2位、SL2位、総合2位
ドイツ Schonfelder Gerd M LW 5/7-2 Standing GS1位、SL1位、総合1位
オーストリアLACKNER Walter M LW 6/8-2 GS3位、SL5位、総合2位



ヤマハ発動機-IPC障害者アルペンスキーワールドカップ2006志賀高原大会

取材申込書　　＊必要事項をご記入後、1/25（水）までにFAXにてご返送ください。　FAX. 03-5641-1223

所属先名 　　　　　部署名

部署名

申込者氏名

所属先 住所

TEL 　　　　　FAX

E-mail

取材目的 １・報道　　　２・国民啓発を主たる目的とする番組・新聞・雑誌・書籍・インターネットの制作

３・スポーツ番組、スポーツ雑誌などによるアスリート紹介　　　４・そのほか（　　　　　　　　　　　　　　　　）

媒体種別 １・テレビ・ラジオ　　　２・新聞　　　３・雑誌　　　４・書籍　　　５・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ　　　６・主催者発行物

６・そのほか

媒体名

取材対象 １・競技全般 ２・競技会当日に活躍した競技者

３・特定の競技者またはその関係者（取材対象者の事前了承済み）

　　（取材対象者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

発行予定日 平成18年　　　月　　　日

放送予定日 午前・午後　　　　時　　　　分　～　　　　時　　　　分

取材人数

合計

ｱｼｽﾀﾝﾄ等

記者

映像ｶﾒﾗﾏﾝ

ｽﾁｰﾙ・ｶﾒﾗﾏﾝ

合計2/11/311/301/29取材日


